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2.1.11 段階的対策および重点的対策等 
 

水循環の健全化には、幅広い分野で長期にわたる取り組みが必要である。このため、幾つ

かの事例では、短期・中期・長期の段階別あるいは継続的に実施すべき対策を分類して設定

している。 
また、対象地域のニーズや、従来から継続している事業との整合を踏まえて、重点的に実

施する項目を選定し、集中的な対策の実施やモニタリング評価を行っている場合もある。 
 
＜解説＞ 
 

(1) 段階的な対策の設定事例 

広瀬川創生プラン～悠久の流れ～、寝屋川流域水循環系再生構想、やまぐちの豊かな流域

づくり構想（椹野川モデル）等では短期計画・中期計画・長期計画等の時間軸における段階

的な対策の位置付けを行っています。（事例の概要は 1.2 No.17 参照） 
 

(2) 重点的な対策の設定事例 

広瀬川創生プラン～悠久の流れ～では、推進協議会で前年度の対策実績を評価し、当該年

度に重点的に取り組む事業を毎年見直し設定しています。 
推進協議会では、毎年、施策の実施状況や各主体の活動状況に関する評価を行っています

が、関連施策全ての評価を行うにはあまりにも項目が多岐にわたるため、主に重点事業に関

連する項目を対象としています。 

 

 

図 2-14 推進協議会を中心とするＰＤＣＡサイクル事例(広瀬川創生プランより引用) 
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図 2-15 重点事業の設定事例(広瀬川創生プランダイジェスト版より引用) 


